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2018-2021年度の業績推移

ÅDG/DF *は年平均+ 30%、その他事業は+5%成長を計画 （ディスプレイ・エネルギー事業を除く）

Åポートフォリオ入れ替えにより収益性改善。20年度黒字化

* DG/DF：デジタル・ガバメント／デジタル・ファイナンス
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2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

（単位:億円）

調整後営業利益率

売上収益

ディスプレイ、エネルギー
[CAGR▲57％]

DG/DF
[CAGR+30％]

その他事業
[CAGR+5％]

グローバル事業合計
[CAGR＋4％]-5%

-1%
2% 5%

(計画)

・サービスプロバイダーSL
・ワイヤレスSL
・海洋システム など
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2020年度の実績

19年度
調整後

営業損益

[ -32]

20年度
調整後

営業利益

[7 5]
＋90

▲30

売上収益
（対前年） [4,931]

[4,500]
（▲9%)

（億円）

・OSS/BSS *: GP率アップ
・海洋システム: 売上増
・SGA削減

コロナ禍と競争激化によるディスプレイ事業大幅減益なるも、SGA削減と
サービスプロバイダーSL及び海洋システムの事業収益性改善により黒字化達成

＋98

▲60

＋9 Avaloq

＊OSS(Operation Support System)：ネットワークの運用・管理を行う運用支援システム
BSS(Business Support System) ：契約者や課金情報の管理を行うビジネス支援システム

19
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2020年度の総括

Â成長事業への投資
・Avaloq社買収、PMI 100日プランの完了
・海底ケーブル生産体制の拡充
・OSS/BSSクラウド対応に向けたソフトウェア開発

Â収益性改善
・ディスプレイ事業譲渡、エネルギー事業収束
・全事業・地域でSGA費用削減

⇒ コロナ禍の環境下で年間黒字化を達成

主な成果

ÂDG/DF ：シナジー最大化（グローバル展開加速）

Â海洋システム：事業遂行力強化（輻輳する大型プロジェクト対応)

ÂワイヤレスＳＬ：ボリューム依存型収益性からの脱却

課題
(今後の挑戦)

事業ポートフォリオの入れ替え完了、 Profitable Growth 実現に向けた基盤構築
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2021年度の見通し

20年度
調整後

営業利益

[75]

21年度
調整後

営業利益

[220]＋30

▲35

売上収益
（対前年） [4,500]

[4,600]
（+ 2%)

（億円）

Avaloq 連結、海洋システムでの事業収益性改善により利益率５％を目指す
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・Avaloq 連結
・海洋システム

売上増利益増

▲20ḭ
IT
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2021年度の事業戦略（中計戦略含む）

ÂDG/DF ：
・シナジー加速（グローバル展開とコスト削減）
・オーガニック成長の加速（注力領域への開発投資継続）

Â海洋システム：
・米州/大西洋案件でのシェア拡大
・技術差異化(多芯化・マルチコア)、生産設備、人的資源拡充へ投資継続

成長領域

基盤領域

ÂOSS/BSS ：
・クラウド型ビジネスへの移行推進
・グローバル5G O-RAN事業との連携

ÂワイヤレスＳＬ：
・収益性重視の事業運営／恒常的黒字化体質の確立

（高付加価値・有料サービス化推進）
・ミリ波製品のラインナップ強化（５G移行に伴う伝送容量拡大に対応）
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中期経営計画の実現に向けて

４~5 ％程度

売上収益
CAGR

（20-25年度）

Â成長領域への積極投資 （Thought leader へ）
・デジタル・ガバメント／デジタル・ファイナンス
・海洋システム

Â基盤事業の収益性向上 (サービス事業強化)
・サービスプロバイダSL（光/IP 、OSS/BSS ）
・ワイヤレスＳＬ

Âグローバル経営推進 （組織とカルチャーの変革）
・機能のグローバル最適配置
・グローバル人事戦略・IT戦略、組織文化改革

10~11 ％程度

調整後
営業利益率

2025年度数値目標 ・ITソリューションと通信に集中
・真のグローバルカンパニーへ
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2025年度数値目標のイメージ

2020年度 2025年度 *1： 調整後営業利益率
*2： エネルギー、ディスプレイ の減少分を含む
*3： グローバル事業共通費用を含む

売上収益

エネルギー
ディスプレイ

売上収益
CAGR

2025年度
OP率 *1

OP率 *1

改善幅

ワイヤレスＳＬ ５~7% 4~6% 中

サービスプロバイＳＬ １~3% 11～13％ 小

海洋システム ５~7% 10～12％ 小

ＤＧ／ＤＦ(財務報告ベース) 9% 12％ 大

グローバル事業全体 4~5% *2 10～11％*3
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１．事業特性に従い、COE*機能を日本国内に限らず最適配置
２．SW開発と間接業務をインドに集約し効率化
３．グローバル人事戦略、グローバルIT戦略等は本社にて主導

■グローバル事業の
本社機能

■Aviation 事業のCOE
■Digital ID/DX の

欧米地域COE

■DG/DF 事業のCOE

■SW開発、
間接業務の集約

■光･IP事業の
EMEA地域COE

■光･IP事業の
LATAM 地域COE

機能のグローバル最適配置

２

１ ３１

１

１

１

■海洋システム事業
■ワイヤレス事業の

本社機能（HW輸出型事業）
１

■Digital ID/DX 事業の
ASEAN地域COE

＊COE(Center Of Excellence)：事業遂行のコアとなる機能・人材を集約した組織。
各国の業務遂行支援、知識蓄積、サービス化等のビジネスモデル変革推進、
ローカルでのスピーディーなdecision makingを目的とし、東京／COE／各国現
地法人の役割明確化により業務プロセス簡素化と効率化も図る

■OSS/BSS
事業のCOE

■Digital ID/DX 事業の
LATAM 地域COE

１

１
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グローバル人事戦略

グローバルで勝てる組織つくり
昨年度策定したグローバル人事戦略方針を、新事業戦略に従い着実に実行

ベストな人材

国籍に関わらず
ベストな人材が

グローバルに適所で
活躍

境界線のない組織

組織や国の壁を超えて
One Global Team
として組織の力を

最大限活用

グローバルな成長機会

挑戦する機会が
世界中の誰にでも

オープン

グローバル全体の組織力・人材力を最大化

2021年近況：

・GM職以上の外国人比率28％, +10ポイント
・各拠点にCOE設置
・グローバルコミュニケーショングループ設立
・リーダー育成プログラム刷新
・エンゲージメントスコア*54, +5ポイント

üリーダーシップチームのグローバル化
üローカルニーズの把握と速やかな実行
üグローバル社員のモチベーション向上

* Kincentric社による調査結果
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まとめ

グローバルで勝つ事業づくり

2018 – 2020 中計： Fix & Build

黒字化、M&A、ポートフォリオ入れ替え、強固な基盤構築

2021 – 2025 中計： Profitable Growth & Globalization

成長分野に集中、技術とグローバル化を活かし高収益を目指す




